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日時 ： 平成１７年６月１４日（火）午前９時半から     

場所 ： 御前山ビオトープ  
伊勢畑小学校の総合学習 
 
 昨年度は 

第 1 回目(6 月)は湿地性植物のﾀｺﾉｱｼ､ｱｷﾞﾅｼ､ﾅｶﾞｴ

ﾐｸﾘを 

第2回目(11月)はハッチョウトンボの移植を行い

ました。 

 今年は、 

第３回目（6 月）として林間の植物ﾌﾀﾊﾞｱｵｲ、ｲﾇｼ

ｮｳﾏを森の中に移植しました。 

 また、古代米の栽培として、昨年の黒米に加えて赤米、緑

米も田植えしました。しかも、生態系に配慮してシロカキし

ないで田んぼに手植えする「不耕起栽培」に挑戦です。 

１ 第 3 回引っ越し大作戦 

まず、階段教室で希少植物の説明 

今回移植するﾌﾀﾊﾞｱｵｲとｲﾇｼｮｳﾏについて、名前の由来や

生息環境などについて勉強しました。 

早速、森の中に入ってﾌﾀﾊﾞｱｵｲの移植です。ｲﾇｼｮｳﾏは

細くて弱そう。木漏れ日の当たる森の出口に移植しまし

た。移植作業も終わって帰り道、昨年度移植した水路の

ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ湿地のｱｷﾞﾅｼ、ﾀｺﾉｱｼの生育状況を観察 

 新しい環境で立派に成育していました。 
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２ 古代米の田植え、不耕起栽培 

休憩の後、今度は田んぼに戻って古代米の田植え

です。 

 不耕起栽培の目的や田植えの方法について説明

を受けました。田んぼはシロカキをしていないので

ｶｴﾙなどがﾋﾟｮﾝﾋﾟｮﾝ走り回っています。ぬからない

ので長靴で歩き回れます。土が硬いところは棒で穴

を開けて植え付けしました。 

 こんなに硬くても稲は育つのでしょうか。田植え

も何とか終了、黒米、赤米、緑米があり、秋には色とり

どりの田んぼになると期待しています。 

最後に児童代表の挨拶 

秋の稲刈り、脱穀などの収穫作業が楽しみです。暑い

日でしたが、ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 


